
新たな長欠・不登校が生じないような学校づくり

長欠・不登校の状況を「継続」と「新規」に分けて考える

あなたの学校へズームインNo. 5 【生徒指導・教育相談担当者 向け】 津山教育事務所 R３.5

長欠・不登校児童生徒への計画的個別支援

長欠・不登校対応に

長期欠席・不登校については、津山教育事務所管内でも国・県と同様に増加しており、小中ともに深刻な状況にあ
ります。対策を検討する際には、長期欠席・不登校を「継続（前年度も３０日以上欠席していた児童生徒の数）」と
「新規（前年度は３０日未満の欠席であった児童生徒の数）」とに分けて考えてみる必要があります。児童生徒の欠
席の状況から、具体的な取組を次のように整理することができます。

●前年度３０日以上欠席していて
今年も欠席が多い児童生徒

①すべての児童生徒
②学校を休みそうな児童生徒
休み始めた児童生徒

①未然防止（教育的予防）
②初期対応（治療的予防）

対象 対象

取組 取組

●社会的自立を目指す
不登校児童生徒への支援

児童生徒の欠席の状況前年度からの「継続」に着目 今年度からの「新規」に着目

①魅力ある学校づくり・・・授業や行事等の工夫や改善。
児童生徒が落ち着ける場所・活躍できる場面をつくる。

②前年度の出欠状況を調べて長欠・不登校になりそうな
児童生徒を予測する。支援対象者リストを活用して毎月
学校全体で対象者の確認をして、教育相談や家庭訪問
の実施等の戦略的個別対応を行う。（別紙1参照）

・児童生徒の状況に応じて、学校復帰や社会的自立
に向けた支援を行う。（別室登校・放課後登校。教育
支援センターへの参加。教育相談など）
・SCとのカウンセリング、SSW等の活用による医療・

福祉などの専門機関との連携、ケース会の実施、ス
テップアップ支援シートの活用等

・週はじめに休み
がちな子

・いつもは元気だけ
ど突然休む子など

【参考資料】国立教育政策研究所 生徒指導リーフleaf22不登校の数を「継続数」と「新規数」に分けて考える http://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf22.pdf



別紙１


